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外 装 タ イ ル の 剥 離 防 止 に 関 す る 解 析 的 研 究 　 　 　 同　 　 平居孝之
”

そ の 3 　 下 地 の 種 類 と タ イ ル の 線 膨 張 係 数 　 　 　 同　 　 小野木貴宏
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 同　　　　三 浦淳也
四 ’

　 1　 序

　下地 の 種類や厚 さが違 う場合、 ま た タ イ ル の線膨張係数が違う場合 に つ い て 、 タ イ ル 張付面に 生 じ る応力を

調 べ た 。

　 2　 解析 モ デ ル

　長辺方向 に 裏足の あ る 二 丁掛 タ イ ル を コ ン ク リート壁体に張り付けた 場合 に つ い て 、 下地 の 種類に よ り表 1

の よ う な 10 種 類 の モ デ ル を 設定 し た。 そ の 1 の 図 2 に 示 した の と同じ部分 に つ い て 、 そ の 1 の図 3 の長辺方

向 に 裏足 の あ る タイ ル の モ デル と同じ有限要素 モ デ ル を設定 した 。 数値計算方法 は そ の 1 と同じ で あり、 材料

の 物性 は そ の 1の 表 1 に示 す 値 の ほ か 、 軽量 モ ル タ ル は ヤ ン グ率3× lonkgf／cre2 、 ボ ア ソ ン 比 0．2、 乾燥収縮率
一14× 10

−4
、 線膨張係数 1．3× 10−5 と し た 。 そ の 1 に 説明 し た の と同様に乾燥収縮 leよるきれ つ を発生 させ た後、

その 2 の 図 1 と同 じ分布で 温度が 上昇 また は 低下 した と き に 発 生 す る 応力 を 計算 し た 。 境界条件 と し て は 、
コ

ン ク リ
ー

ト壁体 が 拘束 され ず に 乾燥収縮 した と きの 半分 の 縮み と 、
コ ン ク リ

ー
ト壁体 の 温度変化 に よ る 仲縮 量

の 合計 の 変位 を与えた。

3 数値計算結果 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 1 モ デ ル の 種類

　接合面 に 生 じる応力度 の 計算結果 を図 1

〜図 6 に 示す。な お 図 1 と図 3 と図 5 で は

接合面 に 垂直な方向 の 圧縮応力度を除い た

引張応力度を 示 し 、 図 2 と図 4 と図 6 で は

接合面 に 垂直 な方 向 の 垂直応力度が圧縮で

あ る箇所を 除 い て 引張 で ある箇所 の 接合面

に 平行な方向の せ ん 断応力度 の 絶対値を示

し て い る。
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図 1　 コ ン ク リ
ー

ト壁体 と下地モ ル タ ル の 接合面 の

　　　面 に 垂直 な 引張応力度
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　　　　図 2　 コ ン ク リー ト壁体と卞地モ ル タ ル の 接合面 の

　　　　　　　面に 平行な せ ん 断応力度
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　 4　考察 と結論

　図 1　
・一図 4 か ら、 下地 モ ル タ ル が普通 モ ル タル と軽量 モ ル タ ル の場合を比 ぺ る と、 張付 モ ル タル と下地 モ ル

タ ル の 接合面で の 応力度の 差 は少な い が 、 コ ン ク リ
ー　F

’
　er体 と下地 モ ル タル の接合面で の応力度は 、 軽量 モ ル

タ ル の 場合 の 方が小 さい 傾向が見られ る。 な お接合面の 剥離に は、 軽量 モ ル タ ル が普通 モ ル タ ル に比 べ て一般

に 接着強度が低 い こ とを考慮 しなけれ ば な ら な い 。

　下地 モ ル タ ル の 厚 さで 比 べ る と 、 張付モ ル タ ル と下地 モ ル タ ル の 接合面 で の 応力度 の 差 は 少 な い が 、
コ ン ク

リート壁体 と下地 モ ル タ ル の 接合面 で の 応力 は、 厚 さが 大 き い ほ ど応力度が 小 さい とい う傾向 が 出て い る 。 こ

れ は 、 下地 モ ル タ ル の 厚 い もの ほど剥離 が 起 き易 い とい う経験 に 合 っ て お ら ず 、 モ ル タ ル の 接着強度 が 厚 塗 り

す る ほ ど低 くな る こ と と も含めて さらに 検討を要す る 。

　図 3 と図 4 で は 、 温度上昇の 場合 よ り温度低下 の 場合 の 方 が接合 面 に お け る応力度 が 大 きくな っ て お り、 温

度上昇だ け で な く温度低下 に よる タ イ ル 剥離 に つ い て も検討 す る必 要が あ る。

　図 5 と図 6 か ら、
コ ン ク リ

ート壁体 と下地 モ ル タ ル の接合面 に生 じ る 引張応力度 に 関して 、 温度土昇の とき

タ イ ル の線膨張係数が小 さい ほ ど小 さ く、 逆 に 温度低下 の と き タ イ ル の線膨張係数 が 小 さい ほ ど大 きい とい う

傾 向が あ る 。 タ イ ル の 剿離防止 に適 す る タ イ ル の 線膨張係数 を検討す る必要 が あ る 。
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図 3　下地 モ ル タ ル と張付モ ル タル の 接合面に

　　　垂直な引張応力度
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図 5　 タ イ ル の 線膨張係数 と接合面 の 面 に

　　　垂直 な 引張応力度
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図 4　 下 地 モ ル タ ル と張 付 モ ル タ ル の 接 合 面 に

　　　平行な せ ん断応力度
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　図 6　 タ イ ル の 線膨張係数と接合面の 面に

　　　 平行 な せ ん 断応力度

＊ INAX 　＊ ＊大分大学教授工 博　＊ ＊ ＊ 大分大学大学 院

一330一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


